
(57)【要約】

【目的】この発明の目的は、小排気量で発熱量の小さい

エンジンのアイドル運転状態における暖房性能の低下を

防止することにある。

【構成】このため、この発明は、少なくともエンジン冷

却水を利用する空調装置を設け、アイドル回転数制御手

段を設け、点火時期制御手段を設け、エンジン水温検出

手段を設け、エンジンがアイドル運転状態であり、空調

装置が作動状態であり、エンジン水温が設定水温値より

も低く、且つエンジン水温の設定時間内における変化量

が設定変化値よりも小さい条件が成立する場合には、目

標アイドル回転数を上昇させ且つ目標点火時期を遅角さ

せるように制御する制御手段を設けたことを特徴とする

。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
エ ン ジ ン の 少 な く と も エ ン ジ ン 冷 却 水 を 利 用 す る 空 調 装 置 を 設 け 、 前 記 エ ン ジ ン の ア イ ド
ル 運 転 時 に エ ン ジ ン 回 転 数 が 目 標 ア イ ド ル 回 転 数 に な る よ う に 制 御 す る ア イ ド ル 回 転 数 制
御 手 段 を 設 け 、 前 記 エ ン ジ ン の 点 火 時 期 が 目 標 点 火 時 期 に な る よ う に 制 御 す る 点 火 時 期 制
御 手 段 を 設 け 、 前 記 エ ン ジ ン の エ ン ジ ン 水 温 を 検 出 す る エ ン ジ ン 水 温 検 出 手 段 を 設 け 、 前
記 エ ン ジ ン が ア イ ド ル 運 転 状 態 で あ り 、 前 記 空 調 装 置 が 作 動 状 態 で あ り 、 エ ン ジ ン 水 温 が
設 定 水 温 値 よ り も 低 く 、 且 つ エ ン ジ ン 水 温 の 設 定 時 間 内 に お け る 変 化 量 が 設 定 変 化 値 よ り
も 小 さ い 条 件 が 成 立 す る 場 合 に は 、 目 標 ア イ ド ル 回 転 数 を 上 昇 さ せ 且 つ 目 標 点 火 時 期 を 遅
角 さ せ る よ う に 制 御 す る 制 御 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る エ ン ジ ン の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 制 御 手 段 は 、 エ ン ジ ン 水 温 の 低 下 に 応 じ て 目 標 ア イ ド ル 回 転 数 の 上 昇 量 を 増 加 さ せ 、
且 つ 目 標 点 火 時 期 の 遅 角 量 を 増 加 さ せ る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の エ ン ジ ン の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 制 御 手 段 は 、 エ ン ジ ン の 暖 機 状 態 に 応 じ て 設 定 水 温 値 を 異 な ら せ る よ う に 制 御 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の エ ン ジ ン の 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は エ ン ジ ン の 制 御 装 置 に 係 り 、 特 に 、 小 排 気 量 で 発 熱 量 の 小 さ い エ ン ジ ン の ア イ
ド ル 運 転 状 態 に お け る 暖 房 性 能 の 低 下 を 防 止 し 得 る エ ン ジ ン の 制 御 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
車 両 に は 、 エ ン ジ ン の エ ン ジ ン 冷 却 水 を 熱 源 と し て 利 用 す る ヒ ー タ や エ ン ジ ン の 駆 動 力 を
利 用 し て 冷 媒 を 圧 縮 す る ク ー ラ を 備 え た 空 調 装 置 を 設 け て い る も の が あ る 。 エ ン ジ ン 冷 却
水 を 熱 源 と し て 利 用 す る ヒ ー タ を 備 え た 空 調 装 置 は 、 エ ン ジ ン が 小 排 気 量 の 場 合 に 、 エ ン
ジ ン の 発 熱 量 が 小 さ い こ と か ら 、 ア イ ド ル 運 転 時 に ヒ ー タ の 放 熱 量 が 減 少 し て 暖 房 性 能 が
低 下 す る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 問 題 に 対 処 す る エ ン ジ ン の 制 御 装 置 に は 、 車 両 ア イ ド ル 状 態 に お け る ヒ ー タ 使
用 時 に 、 空 気 温 度 が 設 定 値 以 下 に あ る と と も に 冷 却 水 温 度 が 設 定 値 以 上 に あ る 際 に は 、 ア
イ ド ル 回 転 数 を 上 昇 さ せ る よ う に 制 御 す る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
ま た 、 従 来 の エ ン ジ ン の 制 御 装 置 に は 、 要 求 す る 暖 房 能 力 が 所 定 値 以 上 で あ り 、 且 つ エ ン
ジ ン が ア イ ド ル 状 態 で あ る と 判 定 さ れ た と き に 、 ア イ ド ル 目 標 回 転 数 を 増 量 さ せ て ア イ ド
ル ア ッ プ さ せ る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ６ １ － １ ５ ５ ６ ３ ７ 号 公 報 （ 第 ４ 頁 、 第 ２ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ３ － １ ６ ０ １ ３ ６ 号 公 報 （ 第 ６ 頁 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 エ ン ジ ン 冷 却 水 を 熱 源 と し て 利 用 す る ヒ ー タ を 備 え た 空 調 装 置 に お い て は 、 エ
ン ジ ン が 小 排 気 量 で 発 熱 量 が 小 さ い 場 合 に 、 前 記 の よ う に ア イ ド ル 運 転 時 に ヒ ー タ の 放 熱
量 が 減 少 し て 暖 房 性 能 が 低 下 す る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
特 に 、 寒 冷 時 に お け る 小 排 気 量 の エ ン ジ ン の 冷 機 始 動 後 で あ っ て 、 暖 機 完 了 前 の 未 暖 機 状
態 で ヒ ー タ を 作 動 さ せ て ヒ ー タ フ ァ ン を 最 強 に し 、 エ ン ジ ン を ア イ ド ル 運 転 状 態 で 放 置 し
た 場 合 に は 、 エ ン ジ ン の 発 熱 量 が 小 さ い こ と か ら エ ン ジ ン 水 温 が 上 昇 し に く く （ 例 え ば 、
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摂 氏 ８ ０ 度 以 上 に な ら な い ） 、 ヒ ー タ の 放 熱 量 が 減 少 し て 暖 房 性 能 が 著 し く 低 下 す る 不 都
合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 小 排 気 量 の エ ン ジ ン の 冷 機 始 動 後 で あ っ て 、 暖 機 完 了 後 の 完 全 暖 機 状 態 に お け る ア
イ ド ル 運 転 時 に ヒ ー タ を 作 動 さ せ た 場 合 に は 、 エ ン ジ ン の 発 熱 量 が 小 さ い こ と か ら エ ン ジ
ン 水 温 が 徐 々 に 下 が っ て し ま い （ 例 え ば 、 摂 氏 ９ ０ 度 か ら 摂 氏 ７ ０ 度 に 下 が る ） 、 ヒ ー タ
の 放 熱 量 が 減 少 し て 暖 房 性 能 が 著 し く 低 下 す る 不 都 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 上 述 の 不 都 合 を 除 去 す る た め に 、 エ ン ジ ン の 少 な く と も エ ン ジ ン 冷
却 水 を 利 用 す る 空 調 装 置 を 設 け 、 前 記 エ ン ジ ン の ア イ ド ル 運 転 時 に エ ン ジ ン 回 転 数 が 目 標
ア イ ド ル 回 転 数 に な る よ う に 制 御 す る ア イ ド ル 回 転 数 制 御 手 段 を 設 け 、 前 記 エ ン ジ ン の 点
火 時 期 が 目 標 点 火 時 期 に な る よ う に 制 御 す る 点 火 時 期 制 御 手 段 を 設 け 、 前 記 エ ン ジ ン の エ
ン ジ ン 水 温 を 検 出 す る エ ン ジ ン 水 温 検 出 手 段 を 設 け 、 前 記 エ ン ジ ン が ア イ ド ル 運 転 状 態 で
あ り 、 前 記 空 調 装 置 が 作 動 状 態 で あ り 、 エ ン ジ ン 水 温 が 設 定 水 温 値 よ り も 低 く 、 且 つ エ ン
ジ ン 水 温 の 設 定 時 間 内 に お け る 変 化 量 が 設 定 変 化 値 よ り も 小 さ い 条 件 が 成 立 す る 場 合 に は
、 目 標 ア イ ド ル 回 転 数 を 上 昇 さ せ 且 つ 目 標 点 火 時 期 を 遅 角 さ せ る よ う に 制 御 す る 制 御 手 段
を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
こ の 発 明 の エ ン ジ ン の 制 御 装 置 は 、 制 御 手 段 に よ っ て 、 エ ン ジ ン が ア イ ド ル 運 転 状 態 で あ
り 、 空 調 装 置 が 作 動 状 態 で あ り 、 エ ン ジ ン 水 温 が 設 定 水 温 値 よ り も 低 く 、 且 つ エ ン ジ ン 水
温 の 設 定 時 間 内 に お け る 変 化 量 が 設 定 変 化 値 よ り も 小 さ い 条 件 が 成 立 す る 場 合 に は 、 目 標
ア イ ド ル 回 転 数 を 上 昇 さ せ 且 つ 目 標 点 火 時 期 を 遅 角 さ せ る よ う に 制 御 す る こ と に よ り 、 エ
ン ジ ン 水 温 の 変 化 を 監 視 し て 、 例 え ば 、 エ ン ジ ン 水 温 の 上 昇 が 減 少 す る 方 向 に 変 化 し あ る
い は エ ン ジ ン 水 温 の 低 下 が 増 大 す る 方 向 に 変 化 し て い る 場 合 に は 、 エ ン ジ ン 冷 却 水 を 利 用
す る 空 調 装 置 の 作 動 に よ り エ ン ジ ン 水 温 が 低 下 し て い る と 推 定 で き る こ と か ら 、 目 標 ア イ
ド ル 回 転 数 を 上 昇 さ せ 、 ま た 目 標 点 火 時 期 を 遅 角 さ せ る こ と に よ っ て エ ン ジ ン の 発 熱 量 を
増 大 さ せ る こ と が で き 、 エ ン ジ ン 水 温 を 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 実 施 例 】
以 下 図 面 に 基 づ い て 、 こ の 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 ６ は 、 こ の 発 明 の 実 施 例 を
示 す も の で あ る 。 図 ６ に お い て 、 ２ は 車 両 （ 図 示 せ ず ） に 搭 載 さ れ る エ ン ジ ン 、 ４ は シ リ
ン ダ ブ ロ ッ ク 、 ６ は シ リ ン ダ ヘ ッ ド 、 ８ は シ リ ン ダ 、 １ ０ は ピ ス ト ン 、 １ ２ は 燃 焼 室 で あ
る 。 エ ン ジ ン ２ は 、 燃 焼 室 １ ２ に 連 通 す る 吸 気 ポ ー ト １ ４ と 排 気 ポ ー ト １ ６ と を 設 け 、 吸
気 ポ ー ト １ ４ と 排 気 ポ ー ト １ ６ と を 夫 々 開 閉 す る 吸 気 弁 １ ８ と 排 気 弁 ２ ０ と を 設 け 、 吸 気
ポ ー ト １ ４ に 連 通 す る 吸 気 通 路 ２ ２ と 排 気 ポ ー ト １ ６ に 連 通 す る 排 気 通 路 ２ ４ と を 設 け て
い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の エ ン ジ ン ２ は 、 燃 焼 室 １ ２ に 臨 ま せ て 点 火 プ ラ グ ２ ６ を 夫 々 設 け て い る 。 点 火 プ ラ グ
２ ６ に は 、 点 火 コ イ ル ２ ８ を 接 続 し て 設 け て い る 。 エ ン ジ ン ２ に は 、 吸 気 ポ ー ト １ ４ に 指
向 さ せ て 燃 料 噴 射 弁 ３ ０ を 設 け 、 燃 料 噴 射 弁 ３ ０ 上 流 側 の 吸 気 通 路 ２ ２ に 吸 入 空 気 量 を 調
整 す る ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ３ ２ を 設 け て い る 。 吸 気 通 路 ２ ２ に は 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ３ ２ を
バ イ パ ス し て 連 通 す る バ イ パ ス 通 路 ３ ４ を 設 け 、 バ イ パ ス 通 路 ３ ４ の バ イ パ ス 空 気 量 を 調
整 す る ア イ ド ル 制 御 弁 ３ ６ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の エ ン ジ ン ２ を 搭 載 し た 車 両 に は 、 少 な く と も エ ン ジ ン 冷 却 水 を 利 用 す る 空 調 装 置 ３ ８
を 設 け て い る 。 こ の 空 調 装 置 ３ ８ は 、 エ ン ジ ン 冷 却 水 を 熱 源 と し て 利 用 す る ヒ ー タ ４ ０ を
備 え て い る 。 ヒ ー タ ４ ０ は 、 エ ン ジ ン 冷 却 水 を 循 環 さ せ て 通 過 す る 空 気 を 加 熱 す る ヒ ー タ
コ ア ４ ２ を 設 け 、 加 熱 し た 空 気 を 車 室 （ 図 示 せ ず ） に 送 風 す る ヒ ー タ フ ァ ン ４ ４ を 設 け て
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い る 。 ヒ ー タ ４ ０ は 、 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル （ 図 示 せ ず ） 等 に 設 け ら れ た ヒ ー タ ス イ ッ
チ ４ ６ の Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ に よ り 作 動 ・ 非 作 動 状 態 に な り 、 ヒ ー タ コ ア ４ ２ に 冷 却 水 を 循 環 ・
停 止 さ れ る と と も に ヒ ー タ フ ァ ン ４ ４ を 駆 動 ・ 停 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 点 火 コ イ ル ２ ８ と 燃 料 噴 射 弁 ３ ０ と ア イ ド ル 制 御 弁 ３ ６ と ヒ ー タ ス イ ッ チ ４ ６ と は 、
エ ン ジ ン ２ の 制 御 装 置 ４ ８ を 構 成 す る 制 御 部 （ Ｅ Ｃ Ｕ ） ５ ０ に 接 続 し て 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
制 御 部 ５ ０ に は 、 エ ン ジ ン 冷 却 水 の エ ン ジ ン 水 温 を 検 出 す る エ ン ジ ン 水 温 検 出 手 段 で あ る
水 温 セ ン サ ５ ２ と 、 図 示 し な い ク ラ ン ク 軸 の ク ラ ン ク 角 を 検 出 す る ク ラ ン ク 角 セ ン サ ５ ４
と 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ３ ２ の ス ロ ッ ト ル 開 度 を 検 出 す る ス ロ ッ ト ル セ ン サ ５ ６ と 、 エ ン ジ
ン ２ の エ ン ジ ン 回 転 数 を 検 出 す る 回 転 数 セ ン サ ５ ８ と 、 を 接 続 し て 設 け て い る 。 ま た 、 制
御 部 ５ ０ に は 、 エ ン ジ ン ２ の イ グ ニ シ ョ ン ス イ ッ チ ６ ０ と 、 ス タ ー タ モ ー タ （ 図 示 せ ず ）
を 駆 動 す る ス タ ー タ ス イ ッ チ ６ ２ と 、 を 接 続 し て 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 制 御 部 ５ ０ に は 、 ア イ ド ル 運 転 時 に 負 荷 条 件 に 応 じ て エ ン ジ ン 回 転 数 が 目 標 ア イ ド ル
回 転 数 に な る よ う に ア イ ド ル 制 御 弁 ３ ６ を 制 御 す る ア イ ド ル 回 転 数 制 御 手 段 ６ ４ を 設 け 、
点 火 プ ラ グ ２ ６ の 点 火 時 期 が 目 標 点 火 時 期 に な る よ う に 点 火 コ イ ル ２ ８ を 制 御 す る 点 火 時
期 制 御 手 段 ６ ６ を 設 け 、 ま た 、 噴 射 量 が 目 標 噴 射 量 に な る よ う に 燃 料 噴 射 弁 ３ ０ を 制 御 す
る 燃 料 噴 射 量 制 御 手 段 ６ ８ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
制 御 部 ５ ０ は 、 各 セ ン サ ５ ２ ～ 各 ス イ ッ チ ６ ２ か ら 信 号 を 入 力 し 、 ア イ ド ル 回 転 数 制 御 手
段 ６ ４ と 点 火 時 期 制 御 手 段 ６ ６ と 燃 料 噴 射 量 制 御 手 段 ６ ８ と に よ っ て 点 火 コ イ ル ２ ８ と ア
イ ド ル 制 御 弁 ３ ６ と 燃 料 噴 射 弁 ３ ０ と を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 制 御 部 ５ ０ に は 、 エ ン ジ ン ２ の 発 熱 量 を 制 御 す る 制 御 手 段 ７ ０ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
制 御 手 段 ７ ０ に は 、 エ ン ジ ン ２ の 冷 機 始 動 後 で あ っ て 、 暖 機 完 了 前 の 未 暖 機 状 態 に お け る
制 御 の 実 行 ・ 停 止 を 判 定 す る 未 暖 機 条 件 と し て 、 １ ． エ ン ジ ン 水 温 が 設 定 水 温 値 Ｔ １ （ 例
え ば 、 摂 氏 ６ ０ 度 ） 以 下 （ エ ン ジ ン 水 温 ≦ Ｔ １ ） で あ る こ と 、 ２ ． 設 定 時 間 内 に お け る 現
在 と 前 回 （ 例 え ば 、 １ ０ ０ 秒 前 ） と の エ ン ジ ン 水 温 の 変 化 量 が 設 定 変 化 値 Ｔ ２ （ 例 え ば 、
５ 度 ） 以 下 （ 現 在 水 温 － 前 回 水 温 ≦ Ｔ ２ ） で あ る こ と 、 ３ ． ヒ ー タ ス イ ッ チ ４ ６ が Ｏ Ｎ で
あ る こ と 、 ４ ． エ ン ジ ン ２ が ア イ ド ル 運 転 状 態 で あ る こ と 、 を 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 制 御 手 段 ７ ０ に は 、 エ ン ジ ン ２ の 冷 機 始 動 後 で あ っ て 、 暖 機 完 了 後 の 完 全 暖 機 状 態
に お け る 制 御 の 実 行 ・ 停 止 を 判 定 す る 完 全 暖 機 条 件 と し て 、 ５ ． エ ン ジ ン 水 温 が 設 定 水 温
値 Ｔ ３ （ 例 え ば 、 摂 氏 ９ ０ 度 ） 以 下 （ エ ン ジ ン 水 温 ≦ Ｔ ３ ） で あ る こ と 、 ６ ． 設 定 時 間 内
に お け る 現 在 と 前 回 （ 例 え ば 、 １ ０ ０ 秒 前 ） と の エ ン ジ ン 水 温 の 変 化 量 が 設 定 変 化 値 Ｔ ４
（ 例 え ば 、 － １ 度 ） 以 下 （ 現 在 水 温 － 前 回 水 温 ≦ Ｔ ４ ） で あ る こ と 、 ７ ． ヒ ー タ ス イ ッ チ
４ ６ が Ｏ Ｎ で あ る こ と 、 ８ ． エ ン ジ ン ２ が ア イ ド ル 運 転 状 態 で あ る こ と 、 を 設 定 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
制 御 手 段 ７ ０ は 、 ス ロ ッ ト ル セ ン サ ５ ６ の 検 出 す る ス ロ ッ ト ル 開 度 に よ っ て エ ン ジ ン ２ が
ア イ ド ル 運 転 状 態 で あ り 、 ヒ ー タ ス イ ッ チ ４ ６ の Ｏ Ｎ に よ っ て 空 調 装 置 ３ ８ の ヒ ー タ ４ ０
が 作 動 状 態 で あ り 、 水 温 セ ン サ ５ ２ の 検 出 す る エ ン ジ ン 水 温 が 設 定 水 温 値 よ り も 低 く 、 且
つ 水 温 セ ン サ ５ ２ の 検 出 す る エ ン ジ ン 水 温 の 設 定 時 間 内 に お け る 変 化 量 が 設 定 変 化 値 よ り
も 小 さ い 前 記 条 件 が 成 立 す る 場 合 に は 、 目 標 ア イ ド ル 回 転 数 を 上 昇 さ せ 且 つ 目 標 点 火 時 期
を 遅 角 さ せ る よ う に 制 御 し て 、 エ ン ジ ン ２ の 発 熱 量 を 増 大 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の と き 、 制 御 手 段 ７ ０ は 、 エ ン ジ ン 水 温 の 低 下 に 応 じ て 目 標 ア イ ド ル 回 転 数 の 上 昇 量 （
ア イ ド ル ア ッ プ 量 ） を 増 加 さ せ 且 つ 目 標 点 火 時 期 の 遅 角 量 （ リ タ ー ド 量 ） を 増 加 さ せ る よ
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う に 制 御 し 、 ま た 、 エ ン ジ ン ２ の 暖 機 状 態 （ 未 暖 機 状 態 ・ 完 全 暖 機 状 態 ） に 応 じ て 設 定 水
温 値 を 異 な ら せ る （ Ｔ １ ・ Ｔ ３ ） よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 こ の 実 施 例 の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
エ ン ジ ン ２ の 制 御 装 置 ４ ８ は 、 図 １ に 示 す 如 く 、 イ グ ニ シ ョ ン ス イ ッ チ ６ ０ の Ｏ Ｎ に よ り
制 御 部 ５ ０ の 制 御 手 段 ７ ０ の プ ロ グ ラ ム が ス タ ー ト し て （ １ ０ ０ ） 、 ス タ ー タ ス イ ッ チ ６
２ の Ｏ Ｎ に よ り エ ン ジ ン ２ を 始 動 さ せ る と （ １ ０ ２ ） 、 未 暖 機 条 件 １ ～ ４ ま た は 完 全 暖 機
条 件 ５ ～ ８ の い ず れ が 成 立 す る か を 判 断 す る （ １ ０ ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 判 断 （ １ ０ ４ ） が Ｎ Ｏ の 場 合 は 、 こ の 判 断 （ １ ０ ４ ） を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 判 断 （ １ ０ ４ ） が Ｙ Ｅ Ｓ の 場 合 は 、 基 本 回 転 数 に 上 昇 量 Ｎ １ （ 図 ４ に 示 す テ ー ブ ル Ｔ
Ｎ １ で 参 照 ） を 加 え て 目 標 ア イ ド ル 回 転 数 を 上 昇 さ せ る （ 目 標 ア イ ド ル 回 転 数 ＝ 基 本 回 転
数 ＋ Ｎ １ ） よ う に 制 御 し 、 且 つ 基 本 進 角 か ら 遅 角 量 Ａ １ （ 図 ５ に 示 す テ ー ブ ル Ｔ Ａ １ で 参
照 ） を 引 い て 目 標 点 火 時 期 を 遅 角 さ せ る （ 目 標 点 火 時 期 ＝ 基 本 進 角 － Ａ １ ） よ う に 制 御 す
る （ １ ０ ６ ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の と き 、 エ ン ジ ン ２ の 冷 機 始 動 後 の 暖 機 完 了 前 で あ っ て 、 図 ２ に 示 す 如 く 、 エ ン ジ ン 水
温 の 上 昇 が 減 少 す る 方 向 に 変 化 し て 、 未 暖 機 条 件 が 成 立 す る 場 合 に は 、 目 標 ア イ ド ル 回 転
数 の 上 昇 量 （ ア イ ド ル ア ッ プ 量 ） を 瞬 時 に 増 加 さ せ 且 つ 目 標 点 火 時 期 の 遅 角 量 （ リ タ ー ド
量 ） を 瞬 時 に 増 加 さ せ よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 エ ン ジ ン ２ の 冷 機 始 動 後 の 暖 機 完 了 後 で あ っ て 、 図 ３ に 示 す 如 く 、 エ ン ジ ン 水 温 の
低 下 が 増 大 す る 方 向 に 変 化 し て 、 完 全 暖 機 条 件 が 成 立 す る 場 合 に は 、 目 標 ア イ ド ル 回 転 数
の 上 昇 量 （ ア イ ド ル ア ッ プ 量 ） を 緩 や か に 増 加 さ せ 且 つ 目 標 点 火 時 期 の 遅 角 量 （ リ タ ー ド
量 ） を 緩 や か に 増 加 さ せ よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ れ ら の 制 御 は 、 エ ン ジ ン ２ が 停 止 さ れ る と （ １ ０ ８ ） 、 エ ン ド に す る （ １ １ ０ ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う に 、 こ の エ ン ジ ン ２ の 制 御 装 置 ４ ８ は 、 エ ン ジ ン 水 温 の 変 化 を 監 視 し 、 エ ン ジ ン
水 温 の 上 昇 が 減 少 す る 方 向 に 変 化 し 、 あ る い は エ ン ジ ン 水 温 の 低 下 が 増 大 す る 方 向 に 変 化
し て い る 場 合 に は 、 エ ン ジ ン 冷 却 水 を 熱 源 と し て 利 用 す る ヒ ー タ ４ ０ の 作 動 に よ り エ ン ジ
ン 水 温 が 低 下 し て い る と 推 定 で き る こ と か ら 、 目 標 ア イ ド ル 回 転 数 を 上 昇 さ せ 、 ま た 目 標
点 火 時 期 を 遅 角 さ せ る こ と に よ っ て エ ン ジ ン ２ の 発 熱 量 を 増 大 さ せ る こ と が で き 、 エ ン ジ
ン 水 温 を 上 昇 さ せ る こ と が で き 、 ヒ ー タ ４ ０ の 放 熱 量 の 減 少 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の た め 、 こ の エ ン ジ ン ２ の 制 御 装 置 ４ ８ は 、 小 排 気 量 で 発 熱 量 の 小 さ い エ ン ジ ン ２ の ア
イ ド ル 運 転 状 態 に お け る 暖 房 性 能 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 こ の エ ン ジ ン ２ の 制 御 装 置 ４ ８ は 、 エ ン ジ ン 水 温 の 変 化 に よ っ て ヒ ー タ ４ ０ の 作 動
・ 非 作 動 状 態 を 推 定 す る こ と が で き る こ と に よ り 、 ヒ ー タ ス イ ッ チ ４ ６ が 制 御 部 ５ ０ に 接
続 さ れ て い ず 、 ヒ ー タ ４ ０ の 作 動 ・ 非 作 動 状 態 を 示 す 信 号 が 入 力 さ れ て い な い 場 合 に も 、
ヒ ー タ ４ ０ の 作 動 ・ 非 作 動 状 態 を 判 定 す る こ と が で き る た め 、 条 件 か ら ヒ ー タ ４ ０ の 作 動
条 件 を 外 し て 制 御 を 実 施 す る こ と が で き 、 制 御 プ ロ グ ラ ム を 簡 素 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
さ ら に 、 こ の エ ン ジ ン ２ の 制 御 装 置 ４ ８ は 、 エ ン ジ ン 水 温 の 低 下 に 応 じ て 、 目 標 ア イ ド ル
回 転 数 の 上 昇 量 を 増 加 さ せ 、 且 つ 目 標 点 火 時 期 の 遅 角 量 を 増 加 さ せ る よ う に 制 御 し て い る
こ と に よ り 、 精 度 の 高 い エ ン ジ ン ２ の 制 御 を 実 現 す る こ と が で き 、 暖 房 性 能 向 上 と 燃 料 消
費 量 低 減 を 両 立 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
さ ら に ま た 、 こ の エ ン ジ ン ２ の 制 御 装 置 ４ ８ は 、 エ ン ジ ン ２ の 暖 機 状 態 （ 未 暖 機 状 態 ・ 完
全 暖 機 状 態 ） に 応 じ て 、 設 定 水 温 値 を 異 な ら せ る よ う に 制 御 し て い る こ と に よ り 、 条 件 に
応 じ た 精 度 の 高 い 空 調 装 置 ３ ８ の 制 御 を 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お 、 こ の 実 施 例 に お い て は 、 エ ン ジ ン 水 温 の 低 下 に 応 じ て 、 目 標 ア イ ド ル 回 転 数 の 上 昇
量 を 増 加 さ せ 、 且 つ 目 標 点 火 時 期 の 遅 角 量 を 増 加 さ せ る よ う に 制 御 し て い る が 、 ヒ ー タ フ
ァ ン ４ ４ の 回 転 数 変 化 に 応 じ て 、 目 標 ア イ ド ル 回 転 数 の 上 昇 量 を 増 減 さ せ 、 且 つ 目 標 点 火
時 期 の 遅 角 量 を 増 減 さ せ る よ う に 制 御 す る こ と に よ り 、 要 求 暖 房 性 能 に 応 じ て 発 熱 量 を 増
大 量 を 増 減 さ せ る こ と が で き 、 暖 房 性 能 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 こ の 実 施 例 に お い て は 、 目 標 ア イ ド ル 回 転 数 の 上 昇 と 目 標 点 火 時 期 の 遅 角 と に よ っ
て エ ン ジ ン ２ の 発 熱 量 を 増 大 さ せ て 暖 房 性 能 の 低 下 を 防 止 し て い る が 、 目 標 ア イ ド ル 回 転
数 の 上 昇 と 目 標 点 火 時 期 の 遅 角 と に 併 せ て 、 燃 焼 温 度 が 最 高 に な る 空 燃 比 （ 例 え ば 、 １ ５
付 近 ） に な る よ う 燃 料 噴 射 量 を 制 御 す る こ と に よ り 、 エ ン ジ ン ２ の 発 熱 量 を さ ら に 増 大 さ
せ て 暖 房 性 能 の 低 下 を よ り 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の よ う に 、 こ の 発 明 の エ ン ジ ン の 制 御 装 置 は 、 エ ン ジ ン 水 温 の 変 化 を 監 視 し 、 例 え ば 、
エ ン ジ ン 水 温 の 上 昇 が 減 少 す る 方 向 に 変 化 し 、 あ る い は エ ン ジ ン 水 温 の 低 下 が 増 大 す る 方
向 に 変 化 し て い る 場 合 に は 、 エ ン ジ ン 冷 却 水 を 利 用 す る 空 調 装 置 の 作 動 に よ り エ ン ジ ン 水
温 が 低 下 し て い る と 推 定 で き る こ と か ら 、 目 標 ア イ ド ル 回 転 数 を 上 昇 さ せ 、 ま た 目 標 点 火
時 期 を 遅 角 さ せ る こ と に よ っ て エ ン ジ ン の 発 熱 量 を 増 大 さ せ る こ と が で き 、 エ ン ジ ン 水 温
を 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。
こ の た め 、 こ の エ ン ジ ン の 制 御 装 置 は 、 小 排 気 量 で 発 熱 量 の 小 さ い エ ン ジ ン ２ の ア イ ド ル
運 転 状 態 に お け る 暖 房 性 能 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 エ ン ジ ン の 制 御 装 置 の 実 施 例 を 示 す 制 御 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ 】 暖 機 完 了 前 の 未 暖 機 状 態 に お け る 制 御 の タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 暖 機 完 了 後 の 完 全 暖 機 状 態 に お け る 制 御 の タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 目 標 ア イ ド ル 回 転 数 の 上 昇 量 の テ ー ブ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 目 標 点 火 時 期 の 遅 角 量 の テ ー ブ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 エ ン ジ ン の 制 御 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ 　 エ ン ジ ン
１ ２ 　 燃 焼 室
２ ２ 　 吸 気 通 路
２ ４ 　 排 気 通 路
２ ６ 　 点 火 プ ラ グ
２ ８ 　 点 火 コ イ ル
３ ０ 　 燃 料 噴 射 弁
３ ２ 　 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ
３ ４ 　 バ イ パ ス 通 路
３ ６ 　 ア イ ド ル 制 御 弁
３ ８ 　 空 調 装 置
４ ０ 　 ヒ ー タ
４ ２ 　 ヒ ー タ コ ア
４ ４ 　 ヒ ー タ フ ァ ン
４ ６ 　 ヒ ー タ ス イ ッ チ
４ ８ 　 制 御 装 置
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５ ０ 　 制 御 部
５ ２ 　 水 温 セ ン サ
５ ４ 　 ク ラ ン ク 角 セ ン サ
５ ６ 　 ス ロ ッ ト ル セ ン サ
５ ８ 　 回 転 数 セ ン サ
６ ０ 　 イ グ ニ シ ョ ン ス イ ッ チ
６ ２ 　 ス タ ー タ ス イ ッ チ
６ ４ 　 ア イ ド ル 回 転 数 制 御 手 段
６ ６ 　 点 火 時 期 制 御 手 段
６ ８ 　 燃 料 噴 射 量 制 御 手 段
７ ０ 　 制 御 手 段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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